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現 場 説 明 書 追 加 事 項 
 
 工事名 岡山市立城東台小学校グラウンド表層改修工事  

工  種 種  別 説    明    事    項 

 技術者の適 
正配置 
 
 
 
 
 
 
 
 
施工時間帯 
 
 
 
建設副産物 

１．請負代金額 4,500万円以上の工事については、主任技術者又は監理技
術者は専任とする。ただし、当初契約時における「請負代金額」は「許容
価格」と読み替えて適用する。 

 
２．専任となる期間は、工事着手日から工事検査日までとし、修補等の指示

を受けた場合は修補完了日までとする。 
  なお、この期間における技術者の変更は基本的に認めない。ただし、病

気・退職等やむを得ない特別な事情がある場合は、この限りではない。この
場合、変更となる事由を書面にて本市に申し出、承認を得ること。 

 
１．本工事の施工時間帯は昼間施工（8:00～17:00）で考えているが、関係

機関との協議により、これにより難い場合は監督員と協議すること。 
 
 

本工事から発生する建設発生土については、原則、現場内で利用すること
とし、搬出する場合においは以下のとおり指定するものとするが、工事間
利用調整の状況によっては、設計変更の対象とする。なお、現場において
予定していた土質及び土量等に変更があった場合は、速やかに監督員と
協議すること。 

１．受入条件については、下記のとおりとする。 
 １）受入時間帯は、平日の8:00～17:00を予定している。 
  ２）土砂は、異物が混入していない建設発生土とする。 
 
２． 建設発生土の処理については、施工計画書に基づき適正に処理するこ

と。施工計画書に記している処理方法と異なる処理を行った場合は、契約
違反となるので注意すること。施工計画書と異なる処理方法を行う場合
は、事前に監督員と協議を行うこと。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

種 別 搬出先住所 搬出先名称 片道運搬距離 備 考 
第1種建設発
生土 岡山市東区竹原2309-1 早坂建設(有) L=8.0km  
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工  種 種  別 説    明    事    項 

一般事項 変更後請負 
代金額の算 
出 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
交通規制 
 
 
 
その他 

１．請負代金額に変更があった場合の変更後請負代金額の算出は、次の式に
よる。 

 
変更後請負代金額 
               当初請負代金額(税込) 
＝（変更後設計金額(税抜)×                      )×（1＋消費税率） 
               当初設計金額(税込) 
 
  上記の算定式で、括弧内の計算の結果、10,000円未満の端数を生じたと

きは、これを切り捨てる。 
 
 
 本工事において、極力交通規制が伴わない工法又は、交通規制の期間が短
縮される方法について検討し監督員に提出すること。 
 
 
１．工事の実施に当たっては、道路交通法第７７条の規定に基づく所轄警察

署長の許可を事前に受け一般交通に対する支障を最小限にとどめるもの
とする。 

 
２．現道の交通処理については、万全を期するものとする。また、工事中一

般交通等に支障を及ぼさないように安全確保に努めること。 
 
３．公安委員会や地元との協議等に伴う要望事項については、監督員に報告

すること。 
 
４．工事期間中、沿道住民等の第三者により苦情、又は意見があった場合は

丁寧に対応し直ちに監督員に報告するとともに適切な処置を講じなけれ
ばならない。 

 
５．工事中の一般交通開放区間の路面状況については、常時点検を行い特に

注意を払い、万一凹凸等が生じた時は速やかに監督員に連絡し、対策を講
じるものとする。 

 
６．施工に際し、現道の路面を損傷あるいは汚損しないようにすること。尚、

路面汚損防止対策が必要な場合は、監督員と協議すること。 
 
７．現地の状況により既設構造物施設等の取壊し、復旧及び移設等の必要が

生じた場合は、監督員と協議すること。 
 
８．残土等の搬出に際し、公道等の路面汚濁防止に努め、舗装等の補修が必 
要となった場合は、監督員と協議すること。 
 
９．本工事箇所は、とくに生活環境を保全する必要がある地域であるので施

工に当たっては低騒音型、低振動型建設機械指定要領に基づき指定されて
いる建設機械を使用するものとする。 

 
10．学校周辺道路の交通規制について、事前に所轄警察署により確認してお

くこと。 
 
11．本工事は、学校敷地内となるため、工事着手にあたっては学校と十分協

議の上施工すること。 
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工  種 種  別 説    明    事    項 

仮設工 

 
 
 
 
施工一般 
 
 
 
敷地造成工 
 
グラウンド・
コート舗装
工 
 
 
 
 
 
 
 
共通仮設費 

 
 
 
その他 

一般事項 
 
 
 
 
 
 
一般事項 
 
 
 
掘削工 
 
クレー舗装
工 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
交通誘導 
警備員等 
 
 
 
 
その他 
 
 
 
技術管理費 
 
 
 
 
 
建設発生土 
の工事間流 
用 

１任意仮設として積算内容を示したものである。よって、工事目的物を完成
させるための一切の手段については、受注者の責任において定めるものと
する。 

２．仮設の施工に当たっては関係法令要綱、指針及び現地条件を勘案のうえ、
一般交通・沿道物件並びに工事の安全を十分考慮して施工しなければなら
ない。 

 
 施工中の民地への通路は確保するものとし、形態等については別途監督職
員と協議すること。 
 
 

掘削土質は、砂質土で見込んでいる。 
 
１．表面勾配は、レーザーレベル搭載型ブルドーザ等、施工可能な機械で施

工すること。 
 
２．真砂土改良工に使用する良質真砂土（５ｍｍ篩）は、岡山市北区下足守

地内の㈱フジモト（運搬距離Ｌ＝２６．０ｋｍ）からの運搬を見込んでい
る。 
なお、購入場所等との協議により他の場所から運搬する必要が生じた場

合は、監督員と協議すること。 
 
３．良質真砂土（５ｍｍ篩）は、事前にサンプル及び試験表を提出し、監督

員及び学校関係者の承諾を得ること。 
 
４．施工に際して、粉じん対策など必要な対策を実施して施工すること。 
 
 交通誘導警備員を下記の通り見込んでいる。 
     交通誘導警備員Ｂ（昼間交替要員無し） ２２人 
  なお、配置場所等については、監督員と協議すること。 
 
 
 現地の状況により他の仮設の必要が生じた場合は、監督員と協議するこ
と。 
 
 
 受注者は当該工事が発注者の実施する公共事業労務費調査、諸経費動向調 
査、施工合理化調査及び施工形態動向調査の対象工事となった場合には、調 
査等の必要な協力をすること。 

工期経過後においても同様とする。経過後においても同様とする。 
 
 
 建設発生土の工事間流用が実施され変更事項が生じた場合は、発注者の指
示にしたがい設計変更の対象とする。但し、原則として後者発注工事で変更
処理する。 
 

   
 


